
 

 

 

 

 

課外活動を安全に行うためのガイドライン 
 

 

 

 

 

2021年 3月より課外活動自粛要請を解除し、学生課から説明を受けた団体が活動を再開し

ています。引き続き、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、今一度、感染予防対策に

ついて確認し、安全に活動できるようお願いします。 

 万一、いずれかの活動団体において新型コロナウイルスの感染者が発生した場合、当該ク

ラブは即刻活動中止、また、状況によりすべてのクラブが活動中止となる場合があります。

さらには、学内で大規模なクラスターが発生した場合は、大学閉鎖となる可能性があること

から、課外活動を起因とする感染者が発生しないよう互いに協力し合い、感染防止対策に努

めましょう。 

 他大学においても、運動系のクラブの感染者からクラスターになった事例もあるため、本

学においては、感染対策を徹底し、クラスター発生がないようお願いします。 

 

 

 

 

１．感染リスクの低い環境づくり・・・・・・・・Ｐ１ 

２．課外活動における感染対策・・・・・・・・・Ｐ２ 

３．感染対策に関するその他の注意事項・・・・・Ｐ３ 

４．ＡＥＤの設置場所について・・・・・・・・・Ｐ３ 

 

 

 

 

北海道科学大学 学生支援センター 

 

 



1 

 

 

 
 

新型コロナウイルスに対し安全に生活するためには、基本的な感染対策に関する知識や、

感染症の特徴を知り、感染リスクの低い環境をつくることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

以下のような条件が重なる場面をつくらないよう、環境整備を徹底してください。 
 

 

 

 

 

この条件が揃いやすい場面の一例 

・飲酒を伴う場面 
（お酒が進んで感染防止のガードが下がってしまう） 

 

・仕事場や休憩時間 
（ホッとして、マスクを外して会話してしまう） 

 

・集団生活 
（常に行動を共にしているため広がりやすい） 

 

・激しい呼吸を伴う運動 
（換気の悪い閉鎖空間ではウイルスが滞留しやすい） 

 

・屋外での活動の前後 
（車での移動や食事中などに三密が生じやすい） 

 

これらの特徴を踏まえた上で、課外活動時において感染リスクを高めやすい場面をつ

くらないよう注意しなければなりません。 

１．感染リスクの低い環境づくり 

１．新型コロナウイルス感染症とは 

 マスクを着用 
していない 

 換気が悪い  人と人との 
距離が近い 

 長時間滞在 
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１．事前に活動計画を立てる 

 

事前に活動計画を立て、オンラインで行える活動かどうかを判断し、対面での活動は必要最

低限で行うよう調整してください。 

（オンライン活動の実施例：ZOOMのオンライン会議システムを利用した戦術確認や勉強会） 

 

 

２．活動前に実施すべき感染予防対策 

〇「体調記録用紙」の項目及び下記の項目について確認し、体調に問題が無いか確認する。 

・37.5度以上の発熱、倦怠感はないか 

・嗅覚、味覚に異常はないか 

・家族、同居人に発熱やその他の症状はないか 

→ 体調が悪い時、体調に異変を感じた時は活動に参加しないこと 

〇公共交通機関や車での移動中においてもマスクを着用すること。(車は同乗者がいる場合) 

 

３．活動中に実施すべき感染予防対策 

〇換気の徹底 

〇至近距離で会話しない 

〇一度の活動人数を最低限に抑える 

〇活動は短時間で行う 

〇用具の共有は必要最低限に抑え、共有用具はアルコール消毒する 

〇マスク着用の徹底 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．活動後に実施すべき感染予防対策 

〇石鹸によるこまめな手洗い、又はアルコール系消毒液による手指消毒 

〇使用した用具及び用具保管場所の消毒 

２．課外活動における感染対策 

体育局所属団体はマスクを着用しながら運動するため、以下の点に注意すること 

（１）こまめに水分補給をする 

（２）体調の変化に注意する 

（３）体調が悪くなった時はすぐに運動を中止し、人が少ないところで休む 

（４）体育館更衣室内でもマスク必着 

各協会や連盟で推奨されている活動や練習における感染防止対策や、各クラブの

特性から考えられる必要な対策は、積極的に取り入れて実践してください。 
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今後、課外活動の活動許可については新型コロナウイルス感染症の感染状況や社会情勢

によって決定していくため、活動自粛の要請や要請解除を大学から連絡することが考えら

れます。自粛要請等の連絡は協学会から各局を通じて、各団体の代表者のメールアドレス

へ連絡するため、メールを見落とさないよう注意してください。 

また、活動が自粛から再開となった時に、体育局団体は再開直後から強度の高い練習を

行うと怪我のリスクを高め大変危険なため、強度が低く時間が短いものから始め、心身を

慣れさていく活動計画を立ててください。 

なお、各協会や連盟が活動方法についてガイドラインを示している場合は、そのガイド

ラインを推奨し実践してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．感染対策に関するその他の注意事項 

４．ＡＥＤの設置場所について 


